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第 12 回未来会議（全体会） 議事録 

⿅ノ台未来まちづくり会議（未来会議）会⻑ 須都 紘 
書記・広報 鈴⽊ 豊 

⽇時：令和 4 年 2 ⽉ 20 ⽇（⽇）13:30〜15:40 
（各分科会の打ち合わせは 17:00 まで） 

会場：ふれあいホール⼩集会室 

出席者：（順不同、敬称略） 
須都 紘（会⻑）、伊藤 智⼦、梅本 慎⼆郎、⿊部 實（以上 副会⻑） 
鎌⽥ 卓（事務局⻑）、鈴⽊ 豊（書記・広報） 
⽥⼝ 信義、中世古 昭⼀、⼭地 祐輔、⼭⽥ 勲、中⾕内 政之、 
⿊⽥ 勝⾏、福家 稔、⾕猪 富貴⼦、⼭⽥ 修、渡辺 昇 

オンライン出席：野津 拓也 
傍聴：中尾議員（⽣駒市議会） 
⽋席：蔵⽥ かほり、須⽥ 健⼀ 

配布資料： 
① 議題 
② 「交流分科会」活動報告書 
③ 「⼦育て分科会」活動報告書 
④ 「⾼齢者分科会」活動報告書 
⑤ 「連合会ホームページへの提⾔」⼩委員会報告 
⑥ 「⿅ノ台ソーラー発電」これまでの活動報告 

○須都 未来会議会⻑より 
・1 ⽉中旬以降、オミクロン株による爆発的な感染拡⼤が継続し、各地に出され

ている「まん延防⽌等重点措置」も 3 ⽉ 6 ⽇まで延⻑された。各集会所とい
きいきホールも閉館となっており、いきいきホールは、多⽬的スペースの取り
壊し⼯事もあって３⽉ 20 ⽇頃まで閉館が続く。 
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・さて今回、⾃治会員から未来会議宛にメールをいただいた。この⽅は未来会議
の議事録をホームページでご覧になり、未来会議が熱⼼に活動していること
と、具体的な施策を⽴案・実⾏していることに対して、評価されている。まち
づくりに参加した経験もあるとのことであり、未来会議としてもいただいた
提⾔も参考としていきたい。 

○「交流分科会」活動報告 
・4⽉ 2 ⽇（⼟）に開催予定の「森のコンサート」について、市の「みどり公園
課」及び「市⺠活動推進課」と協議したので、その結果を共有する。 

・中央公園には 2 箇所のステージがあるが、今回は、背⾯が緑で美しいことと
電源ボックスが近いことから、⻄側にある⼩さな⽅のステージを使いたい。 

・出演者としては、市政 50 周年のライブに出演したグループから 10 グループ
が出演することになっている。 

・キッチンカーは、現時点で最低でも 3 台（ベビーカステラ、たこ焼き、クレー
プ）が出店することが決まっている。全店とも保健所の営業許可を取得してい
る事業者である。 

・イベント中、どなたかに⿅ノ台の魅⼒を語ってもらい、あとで YouTubeにア
ップすることも検討している。 

・コンサートを実⾏するために、分科会メンバーを中⼼に「⿅ノ台森のコンサー
ト実⾏委員会」を⽴ち上げる。 

（敬称略） 
‐ 実⾏委員⻑：渡辺 
‐ 総務担当：須都、⼭⽥（修） 
‐ 広報担当：渡辺、須都 
‐ ⾳響担当：千原、萩原、川端 
‐ 会場担当：⼭⽥（勲）、⼀箭 
‐ 企画担当：渡辺 

・広報として、市広報紙「いこまち」3 ⽉ 1 ⽇号に「イコマニア・イベント」と
して掲載される予定で、KCNと新聞社に取材に来てもらうよう声を掛けてい
る。チラシは原案が出来上がっており、近⽇中に発注できる⾒込み。 

意⾒交換 
・オンラインで⽣放送したいが、可能か。 
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→ 今回のコンサートはあくまで実験的なものであるが、可能かどうか分科
会で検討する。 

・美⿅の台と⿅畑町にもチラシを配布するのか。 
→ 納涼祭と同じ扱い。枚数を⽤意して配布をお願いすることになると思う。 

・⾬天時の中⽌判断をチラシに明⽰しておく必要がある。 
・キッチンカーが出店するということもあり、商店街には早めに「何か⼀緒にや

りませんか」と話をしておく⽅がよい。地域外から⼈が来るので、商店街から
出店したり、お店でセールするなどタイアップできれば、商店街の活性化にも
つながる。 
→ 事前に商店街に説明に伺い、声をかけておく。 

・毎年 4⽉に開催されている「ふれあい⾳楽祭」はどうなるのか。 
→ これまで準備を続けてこられたので、今回は開催すると聞いている。今

回の野外イベントは試⾏ということもあり、来年以降については全体を
みて判断することになる。 

○「⼦育て分科会」活動報告 

転⼊促進 
・昨年に不動産事業者、ハウスメーカーからヒアリングした項⽬に「中⻑期的な
課題」と位置づけた項⽬が残っていたため、分科会において対応の有無も含め
検討した。 

・内容によって対応できない項⽬もあったが、下記のとおり、すでに対応が⾒え
てきている項⽬や、具体的な対応をこれから検討していきたい項⽬があった。 
1. 街の中⼼におしゃれなカフェなどの⼈気スポットを作り集客 
2. 商店街の店舗を安く借上げ、起業希望者に貸し出し 
→「森のコンサート」のキッチンカーで住⺠のニーズを把握する。 

3. 街の名所（中央公園、中央通りのツツジなど）や商店街の宣伝 
→「森のコンサート」、「ツツジの季節のコンサート」で実現される⾒込み。 

4. 現に⿅ノ台に住んでいる住⺠の満⾜度を更に向上させることにより、転出
者を削減するとともに、転⼊を検討している⼈へアピール 
→様々なイベントがすでに実施されているので、これらを⿅ノ台のアピー

ルポイントとしてホームページ等で積極的に PR 
→⼈数を限定していきいきホール等で実施している事業を、（コロナの影
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響も勘案しながら）ふれあいホールでも開催 
→市の出前講座、乳児検診、法律相談などもふれあいホールで実施できな

いか、市と交渉 
5. 学研奈良登美ヶ丘駅から徒歩圏内ではないエリアの売り込み 
→⿅ノ台全体の魅⼒向上を図る⼀⽅で、駅まで歩くことを楽しむ⼯夫をす

る（消費カロリー数や応援メッセージを表⽰するなど）ことも検討 
・このほかに、イベント開催等により中央公園をさらに魅⼒ある公園にする、⼦

育て世代の呼び込みに成功している他地域を研究し、当⾃治会が取り組める
項⽬に対応していくことなどを検討していく。 

意⾒交換 
・住環境の良さなどをアピールした郊外に⼦育て世代が転⼊する傾向が進み、
新聞記事にもなっている。⿅ノ台にとっても追い⾵である。 

・南集会所が建て替わるが、旧南集会所を⿅ノ台の資料展⽰などに有効活⽤で
きないか。 
→ 旧南集会所は⽼朽化が著しいため廃館とし、市に返還される。使うので

あれば補修に多額の費⽤がかかる。 
→ （会⻑）旧南集会所をどうするかは、連合会で検討していただく。 

こどもの居場所 
・こどもの居場所について、これまでの提案とは異なり、市教育委員会の委託事
業である「放課後こども教室」という形で開催したい。変更する理由は下記の
4点である。 
1. 補助⾦があり、備品購⼊や講師・学⽣への謝⾦、スタッフの保険などが賄
える。 

2. ⼩学校内で実施できるため、児童が⼀旦帰宅せずに利⽤できる。光熱費も
不要。 

3. 校区内のすべての児童が（⾃治会加⼊の有無に関わらず）保険に加⼊でき
る。 

4. 未来会議の成果物ではあるが、独⽴した組織となるため、⾃治連合会と未
来会議には、⾦銭的負担やリスク管理等の責任が⼀切⽣じない。 

・事業の実施主体は、⼩学校と学校運営協議会の了承と協⼒を得て新たに地域
学校協働本部の下に設置する「⿅ノ台放課後⼦ども教室・にじ（仮称）」（以下
「にじ」という。）となる。 
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・「にじ」が市教育委員会から委託を受けて実施する。市に名簿を提出する指導
員５名が、⼩学校と相談しながら企画運営していく。 

・⼩学校内の設備を利⽤でき、参加する児童もスポーツ安全保険 
（800円/⼈/年＝⾃⼰負担）が利⽤できる。児童の募集や児童への連絡などは
⼩学校内の担当者に依頼できる。 

・おおよそのスケジュールとして、4⽉下旬に応募開始し、6 ⽉〜翌 2 ⽉に計 30
回程度（⻑期休業期間を除く毎⽔曜⽇ 14:00〜16:50）開催する。2 ⽉中に⼩学
校と相談して、年間スケジュール等を作成する。 

・実施⽇ごとに、指導員 2名と学⽣スタッフ１〜2名で担当する。学⽣スタッフ
は、⼩学校ホームページと⼝コミ(同窓会 LINE)で募集する。 

・内容としては、前半を宿題・勉強タイム（⾃由参加）、後半は⾃由時間または
イベント（創作活動・球技・読み聞かせなど、⼦どもたちの希望に応じて）。 

・初年度は他校と同様に 30 名程度を定員として始める。⽋員が出た場合は、2
学期にも追加公募したい。 

・学童との併⽤も認める。 
・図書室から借り受ける本、⽂房具、カーペットなどの置き場の確保を⼩学校に
依頼する。 

・本⽇の分科会で、「にじ」と同様に地域住⺠主体で開催されているあすか野の
放課後こども教室「まなびいや」の中⼼メンバーから運営の⼯夫などのお話を
伺うことにしている。 

今後の課題 
・「にじ」は⼩学⽣が対象であり、⿅ノ台には中学⽣を対象とした事業がほとん
どないという現状に変わりがない。今後は、いきいきホールなどを活⽤して中
学⽣の⾃習室を設けるなどの事業も検討していきたい。 

・休⽇イベントとして、⼟⽇にいきいきホールの 1 階（キッズ＆シニアルーム
と喫茶室）を利⽤して、⼦育て世帯が親⼦で参加できるカフェを実施すること
を検討していく。この他に⼦どもたちが参加したいと思うイベントを調査し
ていく。 

意⾒交換 
・「放課後⼦ども教室」という制度はいつできたのか。 
→ 国の制度としては 15 年ほど前から⾏われている事業である。⽣駒市で

は先に地域のボランティア主導でこのような活動が始まっていたが、昨
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年度からこの制度に位置づけられることになった。 
・学童に通う児童も対象なのか。 
→ 対象とする。 

・中学⽣の居場所づくりが今後の課題だと思う。 

○「⾼齢者分科会」活動報告 
・分科会として出てきた課題を 28項⽬に分類し、どのように対応していくか⼀

覧表とした。対応策として、地域にある委員会、団体等に協⼒してもらう他、
「⿅ノ台⽣活⽀援の会（以下、「⽣活⽀援の会」という。」やシルバー⼈材セン
ターの⿅ノ台版を⽴ち上げることなどを検討している。 

・ゴミ出しの問題は、⾃治会の関与により解決に向けて前進する。2 ⽉の連合会
役員会で⽥⼝会⻑より各⾃治会に地域福祉担当を新設するよう依頼している。 

・その他の課題については、「⽣活⽀援の会」が、その課題に対応できる個⼈、
団体等に依頼するなどのコーディネートを⾏うことで解決させていく。コー
ディネートだけでは解決に向かわない場合は、必要に応じて「⽣活⽀援の会」
が⾃らで活動する。 

・⽣駒市より「ごみガイドブック」を受領し、全評議員に配布した。このガイド
ブックは次年度以降の評議員に必ず引き継ぐよう依頼している。 

・⾃治連合会、ふくまち⿅ノ台の会、当分科会で意⾒交換会を開催し、下記の結
論を得た。 
1. ⿅ノ台の困りごとに対する現状認識は、三者とも共通である。⽬指すとこ
ろも同じである。 

2. ⽬的を達成するための⽅法論に多少の相違がある。今後は意思疎通を図り
ながら、最適な⼿法を検討していく。 

3. 具体的な課題が明確となってきた時点で、改めて協議を⾏う。 
・市「地域包括ケア推進課」には、「⽣活⽀援の会」を新設することなどこれか

らの対応について説明済である。 
・年度内に対策実施状況を確認するところまで進みたかったが、打ち合わせの

たびに新たな問題が出てきたことなどによって、進捗に遅れが⽣じている。積
年の課題があるためやむを得ないところもあるが、項⽬ごとに担当をしっか
り決め、前向きに進めていきたい。 
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意⾒交換 
・⿅ノ台版のシルバー⼈材センターはぜひ⽴ち上げてほしい。⿅ノ台には健康

なご⽼⼈が多い。ローカルビジネスの⾜がかりにもなる。 
・ふくまち⿅ノ台の会では困りごとのデータを持っている。利⽤することに対

し、承認を得ている。 
・「⽣活⽀援の会」は、具体的に何をするのか。 
→ まだ検討中であるが、相談などを受付けて、対応できる団体、個⼈につ

なぐコールセンター的な役割のほか、地域の活動を調整する役割を担う
ことなどを検討している。 

○「連合会ホームページへの提⾔」⼩委員会 

考え⽅ 
・まとめ役は⿊部、書記は伊藤とした。 
・⼤きな⽅向性としては、連合会ホームページを⾃治会員だけではなく⿅ノ台

への転⼊希望者なども対象にするメディアとしてリニューアルを進めること
とする。必要に応じて、双⽅向性がある結ネットとの連携も検討する。 

・「⿅ノ台⾃治連合会ホームページ運⽤規程（以下、「運⽤規程」という。）」で
は⾃治会員だけを対象としているが、この運⽤規程を、⿅ノ台への転⼊希望者
も対象とするよう変更したい。この他にも将来起こり得るさまざまな事態に
対応できるよう、修正案を作成する。 

・転⼊希望者向けの情報が特に充実している⾃治体（流⼭市）のホームページを
参考に、外注先や費⽤、リニューアルの効果などについて調査する。 

・各⾃治会、各委員会、各種イベントなどの報告が遅滞なくホームページにアッ
プされるよう、働きかけを強化する。 

・連合会ホームページ委員会との協議は４⽉中旬〜下旬に予定している。 
 

今後の進め⽅ 
・調査したところ、流⼭市のホームページは初期費⽤、運⽤費⽤ともに⾮常に⾼
額であることがわかった。このため、業者に委託しないで⾃治会メンバーでリ
ニューアルを⾏うことを中⼼に検討していく。 

・どのようにリニューアルしていくか、具体的な⼿段や⼈材も含め実施まで責
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任を持って、連合会ホームページ委員会に提⾔していくこととする。このため、
中⼼となるメンバーを定め、⼀年ほどかけてホームページ作成の⽅法につい
て調査・研究を⾏う。 

意⾒交換 
・あまり費⽤はかけられない。安価な⽅法はないのか。 
→ ボランティアでうまく運営しているところもある。多額の費⽤をかけな

いでどうやっていくか検討していきたい。 
・⾏政からの補助はないのか。 
→ 無いと思うが、確認してみる。 

・⾃治会員への情報提供に結ネットを使い、ホームページを転⼊希望者への情
報提供に限定すれば、ページ数が少なくなり費⽤が抑えられるのではないか。 

○⿅ノ台ソーラー発電・これまでの活動報告 
・⽣駒市は国から環境モデル都市に選定され、CO2排出量実質ゼロを⽬指す「ゼ

ロカーボンシティ」宣⾔も⾏っている。このような時代の流れに沿って、⿅ノ
台にメガ・ソーラーを設置するという提案を⾏っていた。この提案について、
半年間に亘って検討を進めてきたので、中間報告を⾏う。 

・「いこま市⺠パワー」と「市⺠エネルギー⽣駒」に多⼤な協⼒をいただいて設
置場所を模索したが、当初に候補としていた運動公園は、都市公園に位置付け
られていることから法的に設置が困難であることがわかった。他の場所を検
討した結果、候補地をいきいきホールとして事業化の検討を⾏った。 

・「⾮常⽤電源の確保」と「電気料⾦の削減」⽬的としていきいきホールにソー
ラーを設置した場合、国から補助⾦が満額出たとしても、約 260 万円（返済
期間 10年）を借り⼊れる必要が⽣じる。収⽀想定としては、借⼊⾦完済後の
11年⽬以降は、単年度収⽀が⿊字となる⾒込みである。 

・借り⼊れは困難なので、下記の 2つの代替案を提案する。 
1. いきいきホールだけではなくふれあいホールにもソーラーを設置し、ふれ

あいホールが該当する「指定避難場所」に対する発電設備設置の補助⾦を
活⽤する。この案では、ふれあいホールの所有者、管理者の承諾が前提と
なる。 

2. 事業者負担でソーラーを設置し電⼒使⽤者が電⼒料⾦を事業者に⽀払う
PPA⽅式（Power Purchase Agreement：電⼒購⼊契約）とする。この案
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では、電⼒使⽤者側に初期費⽤、保守費⽤などが発⽣せず、電⼒料⾦の低
減が期待できるが、⾃治会では対応できず法⼈組織の設⽴が前提となる。 

・今後、ソーラー発電、資⾦集めに興味・経験のある⼈にも参画していただき、
検討チームを作ってさらに検討を進めていきたい。 

意⾒交換 
・この案件を今後も未来会議の議題としていくか、再考が必要だと思う。 
→ 脱炭素の取り組みは次世代のためには必須である。地域として⼤きな理
念を作っていく中で考えていってもよいのではないか。 

各分科会の打ち合わせ 
・各分科会に分かれて、打ち合わせを実施 

次回 

⽇時 
令和４年 3 ⽉ 20 ⽇（⽇）13:30 ‒ 16:00 

「南北」の構成員及び幹事は 13:15集合 

会場 
⻄集会所 

主な議題（予定） 
1. 各分科会からの報告 
2. 共通報告事項 
3. 各分科会の打ち合わせ 
4. その他 

以上 


